
科目 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 現職教育研修費（教育指導費） 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

1,220,398 円 
（△14,390 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,220,398 円

市民一人当たり 

の決算額 

18 円 

（一般財源等ベース 18 円）
単位決算額 

3,600 円 

（教職員 339 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

教育の正しい在り方に対する研究調査及び教職員に現職教育を施し、本市教育

の振興を図る。 

２ 事業内容 

それぞれの小・中学校で、重点目標及び研修内容等計画に沿って実施する研修

事業に対し、服務監督者である教育委員会が経費（１人当たり３，６００円）を

負担した。 

⑴ 重点目標

教職員の資質を向上し、職務を適正かつ能率的に遂行する能力を養う。

⑵ 教職員数及び事業費

区 分 教職員 事業費 

西枇杷島小学校 29 人 104,400 円

古城小学校 26 人 93,600 円

清洲小学校 55 人 198,000 円

清洲東小学校 22 人 79,198 円

新川小学校 26 人 93,600 円

星の宮小学校 19 人 68,400 円

桃栄小学校 20 人 72,000 円

春日小学校 27 人 97,200 円

西枇杷島中学校 29 人 104,400 円

清洲中学校 36 人 129,600 円

新川中学校 30 人 108,000 円

春日中学校 20 人 72,000 円

合 計 339 人 1,220,398 円

⑶ 支出科目

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
現職教育研修費 1,220,398 円

３ 事業成果 

現職教育研修事業の運営の適正化及び円滑化を図ったことにより、教職員が知

識及び技能を取得し、思考、判断その他人格的要素を研さんし、職務を適正かつ

能率的に遂行する能力を養うことができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 特色ある学校づくり費（教育指導費） 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

778,968 円 
（△54,604 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

130,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 648,968 円

市民一人当たり 

の決算額 

11 円 

（一般財源等ベース 9 円）
単位決算額 

64,914 円 

（小・中学校 12 校）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 
児童、生徒が地域に貢献し役立つ活動を体験・実践することを通して、次世代

を担うことができるようにする。 

２ 事業内容 
小学校では、地域住民、地域ボランティア及び企業からの講師の派遣により、

草花や野菜の栽培及び小動物の飼育を実施した。また、中学校では、ボランティ
ア活動や地域の企業などの理解を得て職場体験学習を実施した。 
⑴ 実施内容

区 分 内 容 事業費 
西枇杷島小学校 共生の心をもつ児童の育成 50,000 円
古城小学校 情操教育の充実 50,000 円

清洲小学校 
豊かな体験・探究活動による生きる力の
育成 

50,000 円

清洲東小学校 心に響く道徳教育の推進 50,000 円

新川小学校 
小動物の飼育を通して、動物を慈し
み、命を大切にする気持ちをもたせる 

49,850 円

星の宮小学校 地域との交流による体験活動の充実 50,000 円
桃栄小学校 主体的に実践する態度の基礎を築く 50,000 円

春日小学校 
動植物の育成を通して、命を大切にす
る心を育む 

50,000 円

西枇杷島中学校 
環境・防災教育による自律心の育成 49,987 円
キャリアスクールプロジェクト（※） 30,000 円

清洲中学校 
文化的活動による地域の活性化を図る 50,000 円
キャリアスクールプロジェクト（※） 35,000 円

新川中学校 
豊かな心を育む活動（新中チョボラ活
動） 

49,731 円

キャリアスクールプロジェクト（※） 35,000 円

春日中学校 
自らを律し、思いやりの心の育成 50,000 円
キャリアスクールプロジェクト（※） 30,000 円

※ キャリアスクールプロジェクトは、講師による講座を実施した。 
⑵ 支出科目

区 分 内 容 事業費 

報償費 講師謝金など 52,000 円

需用費 花苗・飼料及び書籍代など 557,568 円

役務費 講師派遣及び腸内細菌検査など 169,400 円

３ 事業成果 
多彩な地域の人材活用や資源を教育に取り入れることにより、学校、家庭及び地

域との連携強化を図るとともに、心豊かな人間性や社会性を培うことができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 教育支援教室費（教育指導費） 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

108,507 円 
（＋37,749 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 108,507 円

市民一人当たり 

の決算額 

2 円 

（一般財源等ベース 2 円）
単位決算額 

2,466 円 

（在籍者 44 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

 不登校児童生徒並びに保護者を対象として、学校との連携の下に適正な助言及

び指導を行い、社会的に自立することを目指すための支援を行う。 

２ 事業内容 

通室する児童及び生徒に対して、指導員が学習指導とともに、生活状況を聞き

取りながら悩みを共感的に受容すること、必要に応じて保護者や学校との連携を

図るなど、社会的な自立を促すための支援を段階的に行った。 

⑴ 実施の状況

ア 指導員 

２人 

  イ 場所 

新川ふれあい防災センター内 

ウ 開室日 

２００日（月曜日から金曜日） 

エ 開室時間 

午前９時から午後１時まで 

オ 在籍者 

小学生 中学生 

15 人 29 人

⑵ 支出科目

区 分 内 容 事業費 

需用費 教材等消耗品など 49,537 円

役務費 
電話使用料、モバイルルーター通信

費 
54,970 円

負担金、補助及

び交付金 
愛知県適応指導教室連絡協議会 4,000 円

３ 事業成果 

不登校児童生徒が抱えている心理的及び情緒的な要因並びに人間関係の改善を

図るなどの取組を通じて、自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立すること

を目指すための支援ができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 青少年・家庭教育相談費（教育指導費） 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

43,718 円 
（＋4,229 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 43,718 円

市民一人当たり 

の決算額 

1 円 

（一般財源等ベース 1 円）
単位決算額 

306 円 

（相談件数 143 件）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

 いじめ、不登校、虐待などの悩みを抱える児童、生徒及びその保護者からの相

談や、学校現場での問題行動等に取り組む教員に対して、専門的視野から助言及

び指導を行うとともに、状況に応じて福祉部門とも連携し、必要な支援につなげ

る。 

２ 事業内容 

 教育委員会事務局教育部学校教育課内に青少年・家庭教育相談員を配置し、教

員ＯＢ、社会福祉士・精神保健福祉士の有資格者及び警察ＯＢである相談員が学

校訪問や市内巡回を行うことにより、学校と連携を取りながら児童及び生徒個々

に対して指導を行うとともに、問題に応じて関係機関との連絡調整や情報交換等

を行い、必要な支援につなげた。 

⑴ 実施の状況

ア 青少年・家庭教育相談員 

 ４人（うち３人は、県補助要綱に基づくスクールソーシャルワーカー） 

 イ 場所 

 教育委員会事務局教育部学校教育課 

ウ 相談日 

 ２４３日（月曜日から金曜日） 

エ 相談時間 

 午前９時から午後４時まで 

オ 相談件数 

１４３件 

⑵ 支出科目

区 分 内 容 事業費 

需用費 消耗品費 2,000 円

役務費 電話使用料など 40,718 円

負担金、補助及

び交付金 
研修会負担金 1,000 円

３ 事業成果 

 児童、生徒が学校や家庭で抱える悩みを把握し、早期解決を図ることができ

た。 

 また、保護者や学校現場の教員に対しても専門的視野から家庭及び学校生活上

の助言、指導を行うとともに、福祉部門とも連携し、必要な支援につなげること

ができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 学校教育振興補助金（教育指導費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

4,657,373 円 
（△111 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 4,657,373 円

市民一人当たり 

の決算額 

68 円 

（一般財源等ベース 68 円）
単位決算額 

388,114 円 

（小・中学校 12 校）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  市立小中学校児童生徒の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上を図る。

 

２ 事業内容 

  生徒健全育成、進路対策及び部活動で必要な教材や部活動用品を整備し、効果

的な学校活動等を提供した。 

 ⑴ 実施内容 

区 分 対象 補助額 計 

生徒健全育成推

進事業 

西枇杷島中学校 400,000 円 

1,599,962 円
清洲中学校 400,000 円 

新川中学校 399,963 円 

春日中学校 399,999 円 

生徒進路指導対

策事業 

西枇杷島中学校 300,000 円 

1,199,917 円
清洲中学校 300,000 円 

新川中学校 299,917 円 

春日中学校 300,000 円 

部活動事業 

西枇杷島小学校 50,000 円 

1,857,494 円

古城小学校 50,000 円 

清洲小学校 50,000 円 

清洲東小学校 50,000 円 

新川小学校 50,000 円 

星の宮小学校 50,000 円 

桃栄小学校 50,000 円 

春日小学校 50,000 円 

西枇杷島中学校 357,500 円 

清洲中学校 440,000 円 

新川中学校 384,994 円 

春日中学校 275,000 円 

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 

生徒健全育成推進事業、生徒進路指

導対策事業及び部活動事業 
4,657,373 円

 

３ 事業成果 

  児童生徒の健全育成、進路指導対策及び部活動事業などを充実することによ

り、学校教育の振興を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 放課後子ども教室費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,724,264 円 
（＋6,912 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

778,295 円 0 円 0 円 0 円 484,000 円 461,969 円

市民一人当たり 

の決算額 

25 円 

（一般財源等ベース 7 円）
単位決算額 

1,677 円 

（対象者 1,028 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

少子化や核家族化の進行、就労形態の多様化及び家庭や地域の子育て機能、教

育力の低下など、子どもを取り巻く環境の変化を踏まえ、放課後などに子どもが

安心して活動できる場の確保を図るとともに、次世代を担う児童の健全育成を支

援する。 

 

２ 事業内容 

  小学校の余裕教室、体育館を活用し、小学１年生から３年生までの児童の学

習、スポーツ、文化活動などを行う場所及び機会を提供した。 

また、効果的な事業の運営に資するため、清須市放課後子ども教室運営委員会

を開催した。 

⑴ 実施日等の状況 

区 分 内 容 

実施日 学校給食のある月曜日から金曜日まで 

実施時間 授業終了後から午後５時まで 

利用料 ５００円／年（保険料相当分） 

登録者（令和６

年３月末現在）・

実施日数 

西枇杷島放課後子ども教室 131 人・188 日

古城放課後子ども教室 111 人・190 日

清洲放課後子ども教室 293 人・189 日

清洲東放課後子ども教室 113 人・188 日

新川放課後子ども教室 96 人・188 日

星の宮放課後子ども教室 65 人・188 日

桃栄放課後子ども教室 65 人・188 日

春日放課後子ども教室 154 人・188 日

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
放課後子ども教室運営委員会委員謝

金及び講師謝金 
66,200 円

需用費 消耗品費及び修繕料 885,784 円

役務費 電話使用料及び保険料など 772,280 円

 

３ 事業成果 

  小学校の施設を活用して、小学１年生から３年生までの児童に放課後の安全で

安心な居場所を提供することにより、次世代を担う児童の健全育成を支援するこ

とができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 愛知朝鮮学園教育補助金（教育関係団体等補助金） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

50,000 円 
（△20,000 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 50,000 円

市民一人当たり 

の決算額 

1 円 

（一般財源等ベース 1 円）
単位決算額 

10,000 円 

（対象者 5 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

学校法人愛知朝鮮学園に対し、幼児、児童及び生徒の民族教育を受ける権利の

保障を図るため、学園の運営に係る補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市愛知朝鮮学園教育補助金交付要綱の規定に基づき、学校法人愛知朝鮮学

園の申請により、学園に通園する市内在住の幼児、児童及び生徒を対象に学園に

対して、補助金を交付した。 

⑴ 補助額 

   １０，０００円／人 

⑵ 対象者 

区 分 対象者 

東春朝鮮初級学校 2 人

名古屋朝鮮初級学校 1 人

愛知朝鮮中高級学校 2 人

合 計 5 人

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
愛知朝鮮学園教育補助金 50,000 円

 

３ 事業成果 

  市内在住の幼児、児童及び生徒の民族教育を受ける権利を保障し、民族教育の

向上に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 施設等利用費（私立学校等振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

133,388,111 円 
（△45,736,518 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

99,456,963 円 0 円 0 円 0 円 0 円 33,931,148 円

市民一人当たり 

の決算額 

1,942 円 

（一般財源等ベース 494 円）
単位決算額 

279,640 円 

（対象者 477 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

新制度未移行の私立幼稚園に幼児を就園させている保護者に対し、無償化のた

めの新たな施設等利用給付認定を受け、幼稚園の入園料及び授業料の利用者負担

額の上限月額を設けて無償化とし、幼児教育の振興に寄与する。 
 
２ 事業内容 

⑴ 施設等利用費 

施設等利用給付認定保護者に対して、授業料及び入園料を支給した。 

ア 支給額 

  授業料及び入園料の全額（月額上限２５，７００円） 

イ 対象者 

  施設等利用給付認定を受けた幼児の保護者 ４７７人 

ウ 負担割合 

国 県 市 

２分の 1 ４分の 1 ４分の 1 

⑵ 副食材料費 

 施設等利用給付認定保護者に対して、給食費のうち副食材料費を支給した。

ア 支給額 

  副食材料費の全額（月額上限４，７００円） 

イ 対象者（所得制限あり） 

区 分 人 数 

年収約３６０万円未満の世帯 51 人

所得にかかわらず第３子以降（小学３年生までを算定） 23 人

年収約４７０万円未満の世帯かつ第２子（市単独事

業） 
10 人

合 計 84 人

ウ 負担割合 

国 県 市 

３分の 1 ３分の 1 ３分の 1 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 対象人数 事業費 

扶助費 
施設等利用費 477 人 131,032,396 円

副食材料費 （内数）84 人 2,355,715 円

合   計 133,388,111 円
 
３ 事業成果 

  授業料等を支給することにより、私立幼稚園に就園する幼児の保護者の経済的負担

の軽減を図るとともに、幼稚園教育の振興に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 私立高等学校授業料等補助金（私立学校等振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

3,268,800 円 
（＋680,300 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 3,268,800 円

市民一人当たり 

の決算額 

48 円 

（一般財源等ベース 48 円）
単位決算額 

16,763 円 

（対象者 195 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

私立高等学校などに在籍する生徒の保護者に対して授業料及び入学金の補助を

行うことにより、公私立高等学校間における保護者負担の格差是正を図り、もっ

て教育の機会均等などの原則を確保し、併せて私立学校教育の振興に寄与する。

 

２ 事業内容 

保護者の申請により、授業料及び入学金を対象に補助金を交付した。 

⑴ 補助額及び対象者 

  ア 所得制限 

    当該年度の市町村民税の課税標準に１００分の６を乗じて得た額から市町

村民税の調整控除額を控除した額が２７０，３００円未満の世帯 

  イ 補助額 

年額１８，０００円（上限）／人 

※ 愛知県授業料軽減補助金、愛知県入学納付金補助金又は就学支援金の

補助を受給している場合、本人が授業料及び入学金として、負担してい

る金額まで補助金を交付した。 

  ウ 対象者 

１年生 ２年生 ３年生 計 

92 人 52 人 51 人 195 人

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
私立高等学校授業料等補助金  3,268,800 円

 

３ 事業成果 

私立高等学校などに在籍する生徒の保護者に対して授業料及び入学金の補助を

行うことにより、公私立高校間における保護者負担の格差是正を図ることができ

た。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 01 教育総務費 目 02 事務局費 

事 業 名 学校給食費等臨時給付金費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

2,984,497 円 

（ 皆 増 ） 

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

2,200,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 784,497 円

市民一人当たり 

の決算額 

43 円 

（一般財源等ベース 11 円）
単位決算額 

14,145 円 

（対象者 211 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、物価高騰の影響

を受ける小中学生の保護者を支援する。 

 

２ 事業内容 

  物価高騰の影響を受ける小中学生等の保護者に、給食費相当の給付金を支給し

た。 

⑴ 補助額及び対象者 

ア 補助額 

給食費３か月分（９～１１月分）相当額 

小学生 １２,３００円 

中学生 １４,４００円 

イ 対象者 

小学校 中学校 計 

65 人 146 人 211 人

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
学校給食費等臨時給付金  2,899,850 円

 

３ 事業成果 

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、物価高騰の影響

を受ける小中学生の保護者を支援することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 小学校管理費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

139,465,006 円 
（△6,463,688 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 2,713,600 円 0 円 0 円 99,000 円 136,652,406 円

市民一人当たり 

の決算額 

2,030 円 

（一般財源等ベース 1,990 円）
単位決算額 

35,487 円 

（児童 3,930 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

円滑かつ効果的な小学校経営を推進するため、市立小学校の適正にして円滑な

管理運営を図る。 

 

２ 事業内容 

学校長の学校管理計画により、小学校の適正な管理運営を行った。 

⑴  児童数及び各小学校の事業費 

区 分 児童数 事業費 

西枇杷島小学校 550 人 21,117,142 円

古城小学校 429 人 18,255,505 円

清洲小学校 1,048 人 25,124,297 円

清洲東小学校 424 人 14,472,587 円

新川小学校 415 人 16,882,001 円

星の宮小学校 305 人 12,179,241 円

桃栄小学校 248 人 13,804,969 円

春日小学校 511 人 17,629,264 円

合 計 3,930 人 139,465,006 円

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 32,364,492 円

ガス 14,375,340 円

上下水道 13,478,879 円

施設等修繕など 12,880,364 円

委託料 

電気保安業務など 1,606,800 円

高架水槽及びガラスなどの清掃業務 1,951,620 円

消防設備、エレベーター、遊具及び

空調設備などの保守業務 
15,739,927 円

樹木管理業務及び薬剤散布業務など 8,504,950 円

使用料及び賃借

料 

大型提示装置及びオンライン学習支

援ソフトなど 
31,179,352 円

備品購入費 児童用机・椅子など 1,280,180 円

 

３ 事業成果 

  小学校を適正に管理運営することにより、円滑かつ効果的な小学校経営を維持

することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 小学校整備費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

120,021,244 円 
（△678,199,266 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

610,000 円 0 円 0 円 0 円 80,000,000 円 39,411,244 円

市民一人当たり 

の決算額 

1,747 円 

（一般財源等ベース 574 円）
単位決算額 

15,002,656 円 

（対象校 8 校）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  児童が学習の場として、１日の大半を過ごす学校施設を衛生的で安全な場所と

するため、また学校間の施設及び設備の不均衡を是正するため、必要な工事など

を実施する。 

 

２ 事業内容 

  学級編制の標準を３５人に引き下げる方針に対応するための普通教室化改修工

事や、学校の安全運営に支障があるインターホン更新工事などを実施した。 

⑴ 施設改修等 

区 分 内 容 事業費 

西枇杷島小学校 

低濃度ＰＣＢ含有廃棄物運搬処理業

務 
127,263 円

普通教室化改修工事 5,896,000 円

登り棒更新工事 1,298,000 円

普通教室用什器 854,150 円

古城小学校 

低濃度ＰＣＢ含有廃棄物運搬処理業

務 
86,266 円

屋内体育施設バスケットゴール（壁

面固定式及び吊下式）取替工事 
5,808,000 円

屋外放送設備等更新工事 768,570 円

清洲小学校 

普通教室化改修工事実施設計・監理

業務 
3,256,000 円

アクセスポイント等導入業務 1,987,700 円

普通教室化改修工事 22,330,000 円

プール用テント張替工事 517,000 円

普通教室用什器 782,100 円

清洲東小学校 

普通教室化改修工事実施設計・監理

業務 
4,290,000 円

低濃度ＰＣＢ含有廃棄物運搬処理業

務 
350,188 円

アクセスポイント等導入業務 1,987,700 円

普通教室化改修工事 23,793,000 円

変圧器更新工事 1,852,510 円

屋外手洗い場給水配管改修工事 429,000 円

普通教室用什器など 2,057,000 円
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学

校

教

育

課 

 

区 分 内 容 事業費 

新川小学校 

インターホン更新工事実施設計・監

理業務 
1,011,890 円

低濃度ＰＣＢ含有廃棄物運搬処理業

務 
355,313 円

インターホン更新工事 5,390,000 円

通級指導教室空調設備整備工事 4,290,000 円

変圧器更新工事 1,772,254 円

なかよし横断歩道橋門扉新設工事 278,300 円

遊具等更新工事 506,000 円

星の宮小学校 

屋内体育施設バスケットゴール取替

工事 
5,500,000 円

屋内体育施設スクリーン改修工事 767,800 円

北門取替工事 1,095,820 円

遊具等更新工事 418,000 円

桃栄小学校 
大便器給水配管改修工事など 1,144,000 円

防犯カメラシステム更新工事 541,200 円

春日小学校 

普通教室化改修工事実施設計・監理

業務 
2,145,000 円

アクセスポイント等導入業務 2,469,060 円

普通教室化改修工事 7,700,000 円

消火ポンプ更新工事 4,400,000 円

浄化槽附帯設備改修工事 491,700 円

駐輪場ポート取替工事 511,500 円

普通教室用什器 762,960 円

 ⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 

普通教室化改修工事実施設計・監理

業務（清洲・清洲東・春日）、アク

セスポイント等導入業務（清洲・清

洲東・春日）、インターホン更新工

事実施設計・監理業務（新川）など 

18,066,380 円

工事請負費 

普通教室化改修工事（西枇杷島・清

洲・清洲東・春日）、屋内体育施設

バスケットゴール取替・修繕工事

（古城・星の宮）、インターホン更

新工事（新川）など 

97,498,654 円

備品購入費 
普通教室用什器（西枇杷島・清洲・

清洲東・春日）など 
4,456,210 円

 

３ 事業成果 

  学校施設の安全性を確保し、機能向上を図ることにより、安全で安心な教育環

境を確保することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校教育振興費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

31,234,288 円 
（△2,274,533 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 31,234,288 円

市民一人当たり 

の決算額 

455 円 

（一般財源等ベース 455 円）
単位決算額 

7,948 円 

（児童 3,930 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  小学校児童の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献する。 

 

２ 事業内容 

  授業などで使う各種教材や学校図書を整備し、効果的な授業や学校活動に活用

した。 

⑴ 児童数及び事業費 

区 分 児童数 事業費 

西枇杷島小学校  550 人 4,186,921 円

古城小学校 429 人 3,246,849 円

清洲小学校 1,048 人 8,566,518 円

清洲東小学校 424 人 4,153,401 円

新川小学校 415 人 3,163,005 円

星の宮小学校 305 人 2,284,874 円

桃栄小学校 248 人 1,866,977 円

春日小学校 511 人 3,765,743 円

合 計 3,930 人 31,234,288 円

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
児童図書、日誌及び副読本など 23,891,919 円

学校新聞及び卒業証書など 366,553 円

委託料 知能検査委託料など 2,528,480 円

使用料及び賃借

料 
駐車代及び有料道路使用料など 53,820 円

原材料費 苗、培養土及び肥料など 113,571 円

備品購入費 教材用品など 551,680 円

負担金、補助及

び交付金 
日本スポーツ振興センターなど 3,728,265 円

 

３ 事業成果 

  道徳教育、情操教育、食育、環境教育、福祉教育などを充実し、学校教育の振

興を図ることにより、児童の豊かな心を育てることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校入学祝品費（小学校入学卒業記念品費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

13,187,823 円 
（＋2,272,874 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 13,187,823 円

市民一人当たり 

の決算額 

192 円 

（一般財源等ベース 192 円）
単位決算額 

19,683 円 

（対象者 670 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  市立小学校に入学する児童に対し、入学祝品を贈呈することにより、新入学を

祝福し、もって児童の学習意欲の増進を図る。 

 

２ 事業内容 

  新入学生に、ランドセル、安全帽子及び防犯ブザーを贈呈した。 

  なお、特別支援学校に入学する児童には、贈呈品一式分の現金を贈呈した。 

⑴ 対象者及び事業費 

区 分 対象者(実人数) 事業費 

西枇杷島小学校 108 人 2,108,095 円

古城小学校 62 人 1,210,550 円

清洲小学校 
180 人

（入学祝金 1人含む）
3,566,464 円

清洲東小学校 73 人 1,439,779 円

新川小学校 65 人 1,270,335 円

星の宮小学校 50 人 976,250 円

桃栄小学校 
35 人

（入学祝金 1人含む）
702,900 円

春日小学校 
97 人

（入学祝金 1人含む）
1,913,450 円

合 計 670 人 13,187,823 円

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 

ランドセル 11,939,400 円

安全帽子 784,498 円

防犯ブザー 405,350 円

入学祝金 58,575 円

 

３ 事業成果 

  児童の学習意欲が増進し、登下校時の不審者対策や交通安全の意識の高揚につ

なげることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校卒業記念品費（小学校入学卒業記念品費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,238,853 円 
（△7,645 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,238,853 円

市民一人当たり 

の決算額 

18 円 

（一般財源等ベース 18 円）
単位決算額 

1,903 円 

（対象者 651 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  市立小学校を卒業する児童に対し、卒業祝品を贈呈することにより、卒業を祝

福し、もって児童の中学校での学習意欲の増進を図る。 

 

２ 事業内容 

  卒業生に、中学校での英語学習に活用する英和辞典を贈呈した。 

 ⑴ 対象者及び事業費 

区 分 対象者(実人数) 事業費 

西枇杷島小学校 95 人 180,785 円

古城小学校 77 人 146,531 円

清洲小学校 185 人 352,055 円

清洲東小学校 73 人 139,854 円

新川小学校 63 人 119,889 円

星の宮小学校 46 人 87,538 円

桃栄小学校 46 人 87,538 円

春日小学校 66 人 124,663 円

合 計 651 人 1,238,853 円

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
英和辞典 608,685 円

証書ホルダー 630,168 円

 

３ 事業成果 

  児童の中学校進学に対する喜びや学習意欲が増進し、また、卒業する小学校へ

の感謝の心を育むことができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校要・準要保護児童援助費（小学校就学援助費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

16,121,743 円 
（＋962,270 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

34,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 16,087,743 円

市民一人当たり 

の決算額 

235 円 

（一般財源等ベース 234 円）
単位決算額 

59,490 円 

（対象者 271 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  経済的な理由によって就学が困難な児童の保護者に対し、必要な援助を行うこ

とにより、義務教育の円滑な実施を図る。 

 

２ 事業内容 

要保護者及び清須市教育委員会が定めた基準により認定を受けた準要保護者に

対し、援助費を支給した。 

⑴ 対象者 

   援助品目 

学校名 
給食費

学用品

費 

通学用

品費 

校外活

動費 

新入学 

用品費 

修学旅 

行費 

野外活

動費 

西枇杷島小学校 36 人 36人 31人 33人 1人 7人 5人

古城小学校 41 人 41人 41人 38人 5人 9人 6人

清洲小学校 52 人 52人 44人 51人 3人 16 人 8人

清洲東小学校 27 人 27人 25人 18人 1人 3人 4人

新川小学校 37 人 38人 32人 32人 1人 4人 9人

星の宮小学校 28 人 29人 24人 25人 3人 4人 8人

桃栄小学校 21 人 21人 19人 19人 2人 2人 6人

春日小学校 27 人 27人 20人 25人 5人 2人 6人

合 計 269 人 271 人 236 人 241 人 21人 47 人 52 人

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 

小学校要・準要保護児童援助費  16,121,743 円

 西枇杷島小学校 1,944,929 円

 古城小学校 2,676,305 円

 清洲小学校 3,155,422 円

 清洲東小学校 1,596,668 円

 新川小学校 1,960,689 円

 星の宮小学校 1,784,606 円

 桃栄小学校 1,192,688 円

 春日小学校 1,810,436 円

 

３ 事業成果 

  援助を行うことにより、就学困難な児童の保護者の経済的負担を軽減し、義務

教育を均一的に受ける機会を提供でき、教育の振興に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 02 小学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 小学校特別支援教育就学奨励費（小学校就学援助費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,592,116 円 
（＋299,340 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

796,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 796,116 円

市民一人当たり 

の決算額 

23 円 

（一般財源等ベース 12 円）
単位決算額 

28,431 円 

（対象者 56 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

市立小学校の特別支援学級等に通う児童を対象に、保護者が負担する経費の一

部を補助することにより、保護者の経済的負担の軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

特別支援学級に在籍する児童及び通常の学級に就学する学校教育法施行令第

２２条の３に該当する児童の保護者に対し、世帯の収入額及び需要額の区分に応

じ、補助金を交付した。 

⑴ 対象者 

   援助品目 

学校名 
給食費

学用品 

費 

校外活 

動費 

新入学 

用品費 

修学旅 

行費 

野外活 

動費 

西枇杷島小学校 7人 7人 7人 2人 1人 0人

古城小学校 6人 6人 6人 1人 1人 2人

清洲小学校 18 人 18人 15人 3人 3人 1人

清洲東小学校 6人 6人 5人 0人 1人 0人

新川小学校 3人 3人 2人 1人 0人 2人

星の宮小学校 3人 3人 2人 1人 1人 0人

桃栄小学校 4人 4人 3人 0人 0人 1人

春日小学校 9人 9人 9人 2人 0人 1人

合 計 56 人 56人 49人 10人 7人 7人

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 

小学校特別支援教育就学奨励費補助金 1,592,116 円

 西枇杷島小学校 222,016 円

 古城小学校 177,643 円

 清洲小学校 506,701 円

 清洲東小学校 148,110 円

 新川小学校 104,730 円

 星の宮小学校 104,093 円

 桃栄小学校 88,741 円

 春日小学校 240,082 円

 

３ 事業成果 

  特別支援学級等に通う児童の保護者に対し、補助金を交付したことにより、保

護者の経済的負担の軽減を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 中学校管理費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

74,326,186 円 
（△2,913,904 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 928,120 円 0 円 0 円 20,177 円 73,377,889 円

市民一人当たり 

の決算額 

1,082 円 

（一般財源等ベース 1,068 円）
単位決算額 

39,493 円 

（生徒 1,882 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  円滑かつ効果的な中学校経営を推進するため、市立中学校の適正にして円滑な

管理運営を図る。 

 

２ 事業内容 

  学校長の学校管理計画により、中学校の適正な管理運営を行った。 

 ⑴ 生徒及び事業費 

区 分 生徒数 事業費 

西枇杷島中学校 442 人 18,065,815 円

清洲中学校 668 人 21,195,448 円

新川中学校 534 人 20,230,252 円

春日中学校 238 人 14,834,671 円

合 計 1,882 人 74,326,186 円

⑵ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

電気 18,875,119 円

ガス 8,502,529 円

上下水道 5,652,108 円

施設等修繕など 6,465,946 円

委託料 

電気保安業務など 1,167,000 円

高架水槽及びガラスなどの清掃業務 847,275 円

消防設備、エレベーター、遊具及び

空調設備などの保守業務 
8,564,870 円

樹木管理業務など 5,087,700 円

使用料及び賃借

料 

大型提示装置及びオンライン学習支

援ソフトなど 
15,090,189 円

備品購入費 生徒用机・椅子など 1,448,840 円

 

３ 事業成果 

  中学校を適正に管理運営することにより、円滑かつ効果的な中学校経営を維持

することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 01 学校管理費 

事 業 名 中学校整備費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

99,535,126 円 
（△317,910,178 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

647,000 円 0 円 0 円 0 円 70,000,000 円 28,888,126 円

市民一人当たり 

の決算額 

1,449 円 

（一般財源等ベース 421 円）
単位決算額 

24,883,782 円 

（対象校 4 校）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  生徒が学習の場として、１日の大半を過ごす学校施設を衛生的で安全な場所と

するため、また学校間の施設及び設備の不均衡を是正するため、必要な工事など

を実施する。 

 

２ 事業内容 

  不足する普通教室を確保するための普通教室化改修工事や、学校の安全運営に

支障があるインターホン更新工事などを実施した。 

 ⑴ 施設改修等 

区 分 内 容 事業費 

西枇杷島中学校 

低濃度ＰＣＢ含有廃棄物運搬処理業

務 
266,485 円

変圧器更新工事 3,027,156 円

太陽光発電パワーコンディショナー

更新工事 
1,085,700 円

樹木伐採工事 5,280,000 円

トイレ排水管改修工事 669,020 円

鉄棒部分撤去工事 143,000 円

昇降口屋根漏水改修工事 759,000 円

清洲中学校 

普通教室化改修工事実施設計・監理

業務 
4,829,000 円

屋内体育施設平屋根防水改修工事実

施設計・監理業務など 
1,585,100 円

アクセスポイント等導入業務 3,169,540 円

消火ポンプ更新工事 6,050,000 円

防球ネット撤去修繕工事 1,265,000 円

普通教室化改修工事 35,382,600 円

屋内体育施設平屋根防水改修工事 13,200,000 円

プール配管及び循環ポンプ更新工事 1,298,000 円

プール用テント張替工事など 501,490 円

普通教室用什器 2,262,590 円
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学

校

教

育

課 

  

区 分 内 容 事業費 

新川中学校 

低濃度ＰＣＢ含有廃棄物運搬処理業

務など 
306,085 円

変圧器更新工事 1,598,080 円

サポートルーム空調設備工事 5,478,000 円

屋内体育施設スクリーン改修工事 1,694,000 円

屋内体育施設ステージ上バトン用ウ

インチ更新工事 
1,299,100 円

クラブハウス系統給水配管改修工事 715,000 円

給水装置工事負担金 246,070 円

春日中学校 

インターホン更新工事実施設計・監

理業務 
968,110 円

インターホン更新工事 5,159,000 円

照明器具取替工事 1,298,000 円

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 

普通教室化改修工事実施設計・監理

業務（清洲）、屋内体育施設平屋根

防水改修工事実施設計・監理業務

（清洲）、インターホン更新工事実

施設計・監理業務（春日）など 

11,124,320 円

工事請負費 

普通教室化改修工事（清洲）、屋内

体育施設平屋根防水改修工事（清

洲）、屋内体育施設スクリーン改修

工事（新川）、インターホン更新工

事（春日）など 

85,902,146 円

備品購入費 普通教室用什器（清洲） 2,262,590 円

負担金、補助及

び交付金 
給水装置工事負担金（新川） 246,070 円

 

３ 事業成果 

  学校施設の安全性を確保し、機能向上を図ることにより、安全で安心な教育環

境を確保することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 中学校教育振興費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

18,437,112 円 
（△2,058,936 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 18,437,112 円

市民一人当たり 

の決算額 

268 円 

（一般財源等ベース 268 円）
単位決算額 

9,797 円 

（生徒 1,882 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

  中学校生徒の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献する。 

 

２ 事業内容 

  授業などで使う各種教材や学校図書を整備し、効果的な授業や学校活動に活用

した。 

⑴ 生徒数及び事業費 

区 分 生徒数 事業費 

西枇杷島中学校 442 人 4,200,483 円

清洲中学校 668 人 6,589,599 円

新川中学校 534 人 5,558,507 円

春日中学校 238 人 2,088,523 円

合 計 1,882 人 18,437,112 円

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 部活動外部講師謝金など 130,000 円

需用費 
補助教材など 12,392,514 円

卒業証書及び学校文集など 556,105 円

役務費 部活動用品運搬料など 115,152 円

委託料 知能検査委託料など 282,720 円

使用料及び賃借

料 

愛日大会及び地区大会バス借上料な

ど 
2,034,560 円

備品購入費 教材用品 970,646 円

負担金、補助及

び交付金 
部活動登録料など 1,955,415 円

 

３ 事業成果 

  道徳教育、情操教育、食育、環境教育、福祉教育などを充実し、学校教育の振

興を図ることにより、生徒の豊かな心を育てることができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 中学校卒業記念品費（中学校卒業記念品費） 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

1,087,394 円 
（＋67,298 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,087,394 円

市民一人当たり 

の決算額 

16 円 

（一般財源等ベース 16 円）
単位決算額 

1,771 円 

（対象者 614 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

中学校を卒業する生徒に対し、卒業記念品を贈呈することにより、卒業を祝福

し、もって母校への感謝の心と地域への愛着心を醸成する。 

２ 事業内容 

⑴ 対象者及び事業費

区 分 対象者 事業費 

西枇杷島中学校 152 人 269,192 円

清洲中学校 212 人 375,452 円

新川中学校 175 人 309,925 円

春日中学校 75 人 132,825 円

合 計 614 人 1,087,394 円

⑵ 支出科目

区 分 内 容 事業費 

報償費 
はんこ（ケース付き） 493,042 円

証書ホルダー 594,352 円

３ 事業成果 

慣れ親しんだ地元での学校生活を終え、母校への感謝の心と地域への愛着心を

醸成することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 中学校要・準要保護生徒援助費（中学校就学援助費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

18,587,789 円 
（＋1,013,617 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

57,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 18,530,789 円

市民一人当たり 

の決算額 

271 円 

（一般財源等ベース 270 円）
単位決算額 

103,842 円 

（対象者 179 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

 経済的な理由によって就学が困難な生徒の保護者に対し、必要な援助を行うこ

とにより、義務教育の円滑な実施を図る。 

 

２ 事業内容 

要保護者及び清須市教育委員会が定めた基準により認定を受けた準要保護者に

対し、援助費を支給した。 

⑴ 対象者 

   援助品目 

学校名 
給食費

学用品

費 

通学用

品費 

校外活

動費 

新入学

用品費 

修学旅

行費 

野外活

動費 

西枇杷島中学校 48人 48人 32人 13人 14人 11人 17人

清洲中学校 47人 47人 34人 12人 12人 17人 18人

新川中学校 59人 59人 37人 21人 21人 15人 18人

春日中学校 25人 25人 17人 7人 8人 9人 8人

合 計 179人 179人 120人 53人 55人 52人 61人

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 

中学校要・準要保護生徒援助費 18,587,789 円

 西枇杷島中学校 4,807,177 円

 清洲中学校 5,526,282 円

 新川中学校 5,807,414 円

 春日中学校 2,446,916 円

 

３ 事業成果 

援助を行うことにより、就学困難な生徒の保護者の経済的負担を軽減し、義務

教育を均一的に受ける機会を提供でき、教育の振興に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 03 中学校費 目 02 教育振興費 

事 業 名 中学校特別支援教育就学奨励費（中学校就学援助費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

788,290 円 
（△66,735 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

394,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 394,290 円

市民一人当たり 

の決算額 

11 円 

（一般財源等ベース 6 円）
単位決算額 

46,370 円 

（対象者 17 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

市立中学校の特別支援学級等に通う生徒を対象に、保護者が負担する経費の一

部を補助することにより、保護者の経済的負担の軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

特別支援学級に在籍する生徒及び通常の学級に就学する学校教育法施行令第

２２条の３に該当する生徒の保護者に対し、世帯の収入額及び需用額の区分に応

じ、補助金を交付した。 

⑴ 対象者 

   援助品目 

学校名 
給食費

学 用 品

費 

校 外 活

動費 

新 入 学

用品費 

修 学 旅

行費 

野 外 活

動費 

西枇杷島中学校 5 人 5 人 1 人 2 人 1 人 2 人

清洲中学校 9 人 9 人 1 人 2 人 0 人 5 人

新川中学校 3 人 3 人 3 人 3 人 0 人 0 人

春日中学校 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

合 計 17 人 17 人 5 人 7 人 1 人 7 人

⑵ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

扶助費 

中学校特別支援教育就学奨励費補助金 788,290 円

 西枇杷島中学校 248,855 円

 清洲中学校 352,790 円

 新川中学校 186,645 円

 春日中学校 0 円

 

３ 事業成果 

  特別支援学級等に通う生徒の保護者に対し、補助金を交付したことにより、保

護者の経済的負担の軽減を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 04 幼稚園費 目 01 幼稚園管理費 

事 業 名 西枇杷島第１幼稚園費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

6,296,059 円 
（△1,638,760 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 202,650 円 6,093,409 円

市民一人当たり 

の決算額 

92 円 

（一般財源等ベース 89 円）
単位決算額 

53,356 円 

（園児 118 人）

学

校

教

育

課 

１ 事業目的 

円滑かつ効果的な幼稚園経営を推進するため、幼児の安全な活動の場を確保す

ることにより、教育活動を援助し、教育の向上に寄与することを目的とし、西枇

杷島第１幼稚園の適正にして円滑な管理運営を図る。 

 

２ 事業内容 

⑴ 西枇杷島第１幼稚園管理費 

園長の幼稚園管理計画により、幼稚園の適正な管理運営を行った。 

ア 園児数 

５歳児 ４歳児 ３歳児 合 計 

41 人 39 人 38 人 118 人

イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
電気、ガス、上下水道及び各種医

薬品など 
2,031,858 円

役務費 樹木剪定など 116,929 円

委託料 
非常通報装置保守業務及びダムウ

ェーター保守点検業務など 
1,174,470 円

使用料及び賃借

料 
テレビ受信料など 35,650 円

備品購入費 ワイヤレスアンプ 155,100 円

⑵ 西枇杷島第１幼稚園教育振興費 

幼児の教育活動を援助し、地域の発展と教育の向上に貢献した。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 安全帽など 615,854 円

備品購入費 園児用机、三輪車 95,000 円

負担金、補助及

び交付金 
日本スポーツ振興センター負担金 31,920 円

 

３ 事業成果 

円滑かつ効果的な幼稚園経営をすることにより、地域の発展と教育の向上に寄

与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 生涯学習推進費（生涯学習推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,218,523 円 
（△21,645 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

93,000 円 0 円 0 円 0 円 390,600 円 734,923 円

市民一人当たり 

の決算額 

18 円 

（一般財源等ベース 11 円）
単位決算額 

607 円 

（延べ参加者 2,006 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

多様化する市民のニーズに応え、生涯に渡り充実した学習活動を提供すること

で、成果を生活・社会に還元し、学ぶよろこびや生きがいを育む。 

  また、行政、地域、学校、家庭が連携し、子どもたちが有意義に時間を過ごせ

るよう努める。 

 

２ 事業内容 

⑴ 土曜子ども教室（１４教室・１６コース） 

子どもたちが安心して体験・活動ができる場として、サタデーキッズクラブ

を開催した。 

内 容 回 数 延べ参加者 

サタデーキッズクラブ 25 回 529 人

⑵ 生涯学習講座（２５講座） 

市民に学びの場を提供するため、各種講座を開催した。 

ア 知識や教養を身につける講座（教養６講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

清須アートラボ 10 回 121 人

天文教室 10 回 123 人

スペイン語入門 5 回 39 人

文芸講座 万葉集の魅力 3 回 105 人

くらしの英会話 5 回 112 人

メディカルアロマを学ぶ 2 回 48 人

合 計 35 回 548 人

イ 余暇の時間を楽しむ講座（趣味５講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

リボンレイで編み込み小物 2 回 27 人

自分だけの小さな苔森 

苔テラリウム作り 
1 回 24 人

初めてでも大丈夫！ 

トールペイント講座 
2 回 29 人

ビーズ刺繍でブローチを 

つくってみよう 
2 回 28 人

０からはじめる登山教室 

（地図読み） 
2 回 15 人

合 計 9 回 123 人
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生

涯

学

習

課 

ウ 現代社会や環境についての講座（現代的課題２講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

気象学講座 3 回 108 人

値上げに負けない家計の節約術 1 回 9 人

合 計 4 回 117 人

エ 地域文化や歴史についての講座（歴史３講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

初めて読む古文書講座 4 回 110 人

文化財講座 4 回 153 人

大人の山車講座 1 回 21 人

合 計 9 回 284 人

オ 家庭に役立つ技能についての講座（家庭３講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

天文開放 2 回 156 人

初めての手打ち蕎麦 2 回 21 人

オリジナルブレンドはちみつ作り

講座 
2 回 16 人

合 計 6 回 193 人

カ 親子のふれあいを支援する講座（親子６講座） 

内 容 回 数 延べ参加者 

英語であそぼ♪ 4 回 84 人

光と色で遊ぼう！ＬＥＤ学習 1 回 22 人

絵本『ぐりとぐら』のカステラ作

り 
2 回 30 人

和菓子をつくってみよう 2 回 27 人

レゴロボットプログラミング講座 2 回 13 人

親子で遊びながら学ぶ大事なお金

の話 
2 回 36 人

合 計 13 回 212 人

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 各教室などの講師謝金 616,000 円

需用費 

各講座の教材費など 152,112 円

講師用お茶 19,471 円

生涯学習講座の案内印刷費（全戸配

布） 
368,280 円

役務費 郵送料 8,660 円

委託料 
サタデーキッズのエンジョイスイミ

ング実施業務 
54,000 円

 

３ 事業成果 

  多様化する市民のニーズに応えた各教室などを開催したことにより、仲間づく

り・地域の結びつきを強め、生き生きとした地域づくりに寄与することができ

た。 

  土曜子ども教室（サタデーキッズクラブ）の開催により、郷土文化や社会での

生きる力、経験を育むことができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 男女共同参画社会推進費（男女共同参画社会推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

402,107 円 
（＋64,168 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 402,107 円

市民一人当たり 

の決算額 

6 円 

（一般財源等ベース 6 円）
単位決算額 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わりなく、

その個性と能力を十分に発揮することができる社会の実現を図るため、家庭、地

域、職場などあらゆる分野において男女が互いに理解し、「みんなが認め合う男

女共同参画社会をめざして」を基本理念に掲げ、推進できるように努める。 

 

２ 事業内容 

男女共同参画の考え方を市民に周知するとともに、固定的な性格役割分担意識

の解消を目指すための事業を実施した。 

⑴ 男女共同参画推進懇話会 

期 日 内 容 参加者 

８月２９日（火） 審議会等の女性登用率など 10 人

２月２日（金） 
男女共同参画プラン施策体系図進捗

状況など 
9 人

⑵ 男女共同参画講演会 

ア 内容 

期 日 講 師 演 題 参加者

９月３０日（土） 清水 展人 氏 

「男らしく、女らしくよ

りも自分らしく生きる」

～あなたと共に生きる性

的マイノリティ～ 

135 人

イ 関係団体 

清須市男女共同参画えみの会、清須市女性の会、清須市商工会（女性

部）、清須市母子寡婦福祉協会、清須市子育てネットワーカーふゎふゎ、桃

栄小Ｐおやじの会 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 懇話会委員報償金 132,400 円

需用費 消耗品費など 7,868 円

役務費 
郵送料 2,710 円

講演会講師派遣 250,000 円

委託料 駐車場案内業務 9,129 円

 

３ 事業成果 

男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会の実現に向けた啓発

を行うことにより、市民の意識の高揚と男女共同参画社会づくりへの協力の促進

を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 女性の会補助金（男女共同参画社会推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,129,300 円 
（△135,700 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,129,300 円

市民一人当たり 

の決算額 

16 円 

（一般財源等ベース 16 円）
単位決算額 

2,300 円 

（会員 491 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

文化教養を高めるとともに社会奉仕の意識向上を図るため、清須市女性の会

に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

  清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、女性の会へ補助金を

交付した。 

⑴ 会員数 

区 分 会員数 

西枇杷島地区 64 人

清洲地区 193 人

新川地区 234 人

合 計 491 人

 ⑵ 女性の会が実施した事業 

ア 女性の文化教養を高めるための事業 

  イ 社会の福祉に貢献する事業に対する協力 

  ウ 各種ボランティア活動 

  エ 健康教室 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
清須市女性の会補助金 1,129,300 円

 

３ 事業成果 

文化教養を高めるとともに、社会奉仕の意識向上を積極的に展開する女性の会

の活動を支援、協力することにより、女性の幅広い視野と社会参加の意識を高

め、生涯を通じて生きがいのある心豊かな生活を育むことに寄与することができ

た。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 家庭教育推進費（家庭教育推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,178,335 円 
（△14,234 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,178,335 円

市民一人当たり 

の決算額 

17 円 

（一般財源等ベース 17 円）
単位決算額 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

家庭教育のあり方に検討を加えるとともに、家庭教育を個々の問題として考え

るだけでなく、社会的連帯に基づく地域ぐるみの活動に発展するように努める。

 

２ 事業内容 

家庭の日の普及と啓発の取組の一環として、子どもの健やかな成長を願い、家

族が顔を合わせ、ふれあいを深めるための事業を実施した。 

 ⑴ 家庭教育推進連絡協議会 

期 日 内 容 参加者 

６月２８日（水） 事業計画など 19 人

１月１６日（火） 活動報告など 16 人

⑵ 尾張地区家庭教育推進協議会 

期 日 内 容 

５月３０日（火） 委員の委嘱及び年間活動計画など 

９月１５日（金） 家庭教育推進活動発表など 

１月１８日（木） 次年度活動計画など 

 ⑶ 親子ふれあい広場事業 

清須市子育てネットワーカーふゎふゎに委託し、子育て交流の場を設け、若

い親の子育てをサポートした。 

区 分 回 数 延べ参加者 

親子ふれあい広場 6 回 43 組、91 人

⑷ 家庭教育推進事業 

事業の実施について、小学校８校へそれぞれ委託した。 

⑸ 家庭の日事業 

小学校８校へ家庭の日啓発書道作品の提出を依頼し、全児童に啓発資材を配

付した。入選作品については、清洲市民センターで令和６年２月１日から２９

日まで展示をした。 

⑹ 地域人材による家庭教育支援事業 

家庭教育が家庭内だけでなく、地域や学校をはじめとする他者とのつながり

の中で行われるよう、地域人材（家庭教育支援チームＭＯＭＯ）を活用し、ふ

れあいサロン（７月・１２月）や中学生と赤ちゃんのふれあい交流会（１１

月）を開催し、家庭教育の重要性を含めた啓発活動を行った。 
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生

涯

学

習

課 

⑺ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 家庭教育推進連絡協議会委員報償金 138,600 円

需用費 家庭の日事業に係る半紙など 249,735 円

委託料 家庭教育推進事業など 790,000 円

 

３ 事業成果 

学校、家庭、地域との連携による学習活動などに取り組むことで、実践的な子育

てに結びつく家庭教育の充実を図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 地域学校協働活動推進費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

654,992 円 
（△36 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

138,000 円 0 円 0 円 0 円 0 円 516,992 円

市民一人当たり 

の決算額 

10 円 

（一般財源等ベース 8 円）
単位決算額 

54,583 円 

（小・中学校 12 校）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

未来を担う子どもたちを健やかに育むため、地域と学校双方向の連携・協働を

目指し、幅広い地域住民の参画により、地域全体で子供たちの学びや成長を支え

る地域学校協働活動を推進する。 

 

２ 事業内容 

地域と学校をつなぐコーディネーターとしての役割を果たすものとして、統括

的な地域学校協働活動推進員（１人）を始め地域学校協働活動推進員（２４人）

を各校に配置し、地域の実情に応じた学校と地域の双方向の連携・協働を、地域

のボランティアとともに実施した。 

 ⑴ 地域学校協働活動推進員報酬 

  ア 推進員数 

    ２４人 

  イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報酬 地域学校協働活動推進員報酬 519,200 円

 ⑵ 地域学校協働本部費 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 ボランティア養成講座講師謝金 13,200 円

需用費 ボランティア養成講座消耗品など 32,592 円

役務費 ボランティア活動保険料など 90,000 円

 

３ 事業成果 

学校、家庭及び地域が連携して子どもと関わりを持つことにより、子どもたち

にとって多様な体験、経験の機会の増加、コミュニケーション能力の向上を図る

ことができた。 

また、地域住民が自らの知識や経験を生かす場が広がり、地域の教育力を高め

ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 青少年健全育成大会開催費（青少年健全育成費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

171,674 円 
（△73,921 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 171,674 円

市民一人当たり 

の決算額 

2 円 

（一般財源等ベース 2 円）
単位決算額 

676 円 

（参加者 254 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
青少年の健全育成の重要性について市民一人ひとりの認識を深め、家庭、学

校、地域社会などが連携協力して青少年の健全育成に取り組むことができるよ
う、青少年健全育成の推進を図る。 

 
２ 事業内容 
⑴ 青少年健全育成大会（７月） 

社会福祉課とタイアップし、青少年健全育成大会を開催した。 
  ア 期日・主題 

期 日 主 題 

７月１２日(水) 
青少年の健全育成に努めよう ～心のふれあう
温かい家庭づくりをめざして～ 

イ 意見発表 
演 題 発表者 

３つのあい（ふれあい・支えあい・助けあい）
で子どもたちの豊かな成長を支えるＰＴＡ活動 

清洲小学校ＰＴＡ会
長 櫻井 鉄也 氏

ウ 講演 
演 題 講 師 

地域で見守り、育もう！子供たち
の笑顔と未来 

鎌田 敏 氏 

エ 決議 
    清須市家庭教育推進連絡協議会 

オ 参加者 
    ２５４人（１２小・中学校、幼稚園、保育園、子ども会、保護司協議会、少

年補導委員会、防犯協会、交通安全協会、更生保護女性会、人権擁護委員、民
生委員児童委員、女性の会、社会教育委員及び家庭教育推進連絡協議会） 

⑵ 啓発活動 
広報清須で青少年の非行・被害防止に取り組む県民運動、家庭の日運動を掲

載し、啓発した。 
 ⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
啓発資材など 25,462 円
プログラム印刷費 57,596 円

役務費 
郵送料 2,204 円
講演会講師派遣 75,000 円

委託料 駐車場案内業務 11,412 円
 
３ 事業成果 

青少年健全育成大会を開催したことにより、家庭、学校、各種機関、地域社会
などが連携協力して青少年の健全育成活動を展開することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 平和学習推進費（青少年健全育成費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,191,595 円 
（△91,575 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,191,595 円

市民一人当たり 

の決算額 

17 円 

（一般財源等ベース 17 円）
単位決算額 

99,300 円 

（小・中学校 12 校）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  非核三原則の堅持と恒久平和の実現を願うため、次代を担う若い世代が核兵器

の恐ろしさ、戦争の悲惨さ、平和の尊さについて考え、学び、伝えていく。 

 

２ 事業内容 

⑴ 広島平和記念式典への参加 

   市内小学校６年生児童の代表者２４人を広島平和記念式典に派遣した。 

 ア 期日 

令和５年８月５日（土）～６日（日） 

イ 参加者 

西枇杷島小学校３人、古城小学校３人、清洲小学校７人、清洲東小学校３

人、新川小学校２人、星の宮小学校２人、桃栄小学校２人、春日小学校２

人、引率教諭４人、生涯学習課職員１人及び添乗員 1人 

⑵ 普及啓発 

ア 「原爆の子の像」に各校で作成した千羽鶴を一部捧げた。 

市内小学校及び中学校において作成した千羽鶴の一部を派遣児童が平和記

念公園にある「原爆の子の像」に捧げた。 

また、その他の千羽鶴は市立図書館に展示した。 

イ 書道作品、被爆写真・核兵器被害パネル展 

８月に市立図書館にて市内小学校６年生の書道優秀作品、原爆と人間パネ

ルを展示した。 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

旅費 引率者普通旅費 22,000 円

需用費 
広島平和記念式典参加者記念品、平

和文集印刷代など 
221,194 円

役務費 
保険料（傷害保険・旅行変更保険）

など 
20,716 円

委託料 広島派遣研修 927,685 円

 

３ 事業成果 

児童の代表者を広島平和記念式典へ派遣することにより、式典の厳粛な雰囲気

を体験し、命の大切さ、平和の尊さを学ぶことができた。 

平和を願う折り鶴（小・中学生対象）や平和を願う書道（６年生対象）の作成

により、すべての児童、生徒が平和の尊さについて学ぶことができた。 

また、折り鶴・書道作品及びパネルを市立図書館に展示することで市民に平和

を啓発することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 二十歳のつどい開催費（青少年健全育成費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

857,209 円 
（△342,598 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 857,209 円

市民一人当たり 

の決算額 

12 円 

（一般財源等ベース 12 円）
単位決算額 

1,299 円 

（対象者 660 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  二十歳を記念し、大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝

い、励ますため、二十歳のつどいを開催する。 

 

２ 事業内容 

対象者による実行委員会を立ち上げ、式典の流れや記念品の内容を検討し、当

日は式典の進行を行った。 

なお、春日公民館大ホール改修工事により、清洲市民センターを会場とし、午

前・午後の２部制にて中学校単位で開催した。 

⒧ 日時 

   令和６年１月６日（土）午前の部 午前１１時から 

              午後の部 午後２時３０分から 

 ⑵ 場所 

清洲市民センター 

⑶ 出席状況 

住民登録者 

（※） 

出席者 
出席率 

 うち市外出席者 

660 人 502 人 6 人 77.0％

   ※ 令和５年１１月２０日現在 

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
花代及び記念品代など 696,319 円

案内はがき 91,476 円

役務費 
文書郵送料 7,426 円

吊看板書換 35,200 円

委託料 駐車場案内業務 26,788 円

 

３ 事業成果 

対象者の代表を中心とした実行委員会を組織して開催をしたことにより、自立

し、大人の社会の仲間入りする青年の門出にふさわしい式にすることができた。

また、地域への愛着が一層育まれ、地域の活性化につなげることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 青少年団体補助金（青少年健全育成費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

161,200 円 
（±0円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 161,200 円

市民一人当たり 

の決算額 

2 円 

（一般財源等ベース 2 円）
単位決算額 

3,042 円 

（団員 53 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

地域社会において、青少年の健全育成のために活動するボーイスカウト清須第

１団に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、ボーイスカウト清須第

１団へ補助金を交付した。 

⑴ 団員数 

５３人 

⑵ ボーイスカウト清須第１団が実施した事業など 

  ア 進級プログラムの実施（月２回程度） 

イ 子ども健全育成活動（２か月に１回程度） 

ウ 庄内川美化活動（１月） 

エ 河川環境美化実践活動奉仕（年２回） 

オ 市民体育祭（新川地区）奉仕（雨天中止） 

カ 能登半島地震義援金募金奉仕（２月） 

キ 一般児童向け自然体験イベント（５月、１０月、１月） 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
ボーイスカウト清須第１団補助金 161,200 円

 

３ 事業成果 

心身ともに健全な青少年の育成と教育のために活動しているボーイスカウト清

須第１団の活動を支援、協力することにより、次代を担う青少年の成長を助長

し、社会環境の浄化と明るい地域社会づくりに寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 国際交流協会補助金（国際交流推進費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

400,000 円 
（±0円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 400,000 円

市民一人当たり 

の決算額 

6 円 

（一般財源等ベース 6 円）
単位決算額 

1,732 円 
（会員 法人31団体、個人200人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

 国際交流活動を積極的に展開する清須市国際交流協会に対し、補助金を交付す

る。 

 

２ 事業内容 

清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、清須市国際交流協会へ

補助金を交付した。 

⑴ 会員数 

  ア 法人会員   

    ３１団体   

  イ 個人会員 

   ２００人 

⑵ 清須市国際交流協会が実施した主な事業 

ア 食文化講座（ベトナム料理） 

期 日 場 所 参加者 

６月２５日（日） ベトナムレストラン 38 人

イ 国際理解講座（トルコ理解） 

期 日 場 所 参加者 

９月２日（土） 清洲市民センター 44 人

ウ 外国料理教室（トルコ料理） 

期 日 場 所 参加者 

１２月９日（土） 春日公民館 38 人

エ きよす国際交流まつり 

期 日 場 所 参加者 

２月１８日（日） 西枇杷島会館 237 人

オ 外国語教室（英会話・スペイン語）、日本語ひろば 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
清須市国際交流協会補助金 400,000 円

 

３ 事業成果 

国際交流活動を積極的に展開する清須市国際交流協会の活動を支援、協力する

ことにより、市民参加による国際交流の進展に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 文化活動費（文化振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

5,141,530 円 
（＋936,317 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 5,141,530 円

市民一人当たり 

の決算額 

75 円 

（一般財源等ベース 75 円）
単位決算額 

825 円 

（参加者 6,231 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
地域において伝承されている祭礼行事、民俗芸能などを継承するため、伝統文

化の活動に対する支援を行う。 
 

２ 事業内容 
⑴ 納涼盆踊り 

   盆踊りを開催し、市民の親睦と活力ある地域づくりの推進に寄与した。 
期 日 場 所 参加者 

８月５日（日） 清洲城広場 約 2,000 人
⑵ カラオケ発表会 

   文化協会カラオケ関係部門会員の出演による発表会を開催することにより、
市民にカラオケ文化への関心を高めることができた。 

期 日 場 所 参加者 
９月１０日（日） カルチバ新川 約 300 人

⑶ 文化展 
文化協会展示関係部門会員や市民の出品による清須市文化展を開催した。 

期 日 場 所 延べ参加者 
１１月４日（土） 
～５日（日） 

ＡＲＣＯ清洲 約 3,000 人

⑷ 芸能発表会 
 文化協会芸能部門会員の出演による清須市芸能発表会の開催により、市民に
芸能文化活動への関心を高めることができた。 

期 日 場 所 延べ参加者 
１１月１８日（土） 
～１９日（日） 

清洲市民センター 約 600 人

⑸ 囲碁・将棋大会 
市民の囲碁や将棋愛好者の参加による大会を開催した。 

期 日 場 所 参加者 
１月１４日（日） 清洲市民センター 41 人

⑹ 芸術劇場 
   「きよす寄席 桂 九雀独演会」を開催した。 

期 日 場 所 参加者 
２月１７日（土） 清洲市民センター 290 人

⑺ 支出科目 
区 分 内 容 事業費 

需用費 
ポスター・チラシなど印刷代 43,230 円
太鼓及び備品修理 69,300 円

役務費 出演者派遣料 330,000 円
委託料 各事業開催業務 4,699,000 円

 
３ 事業成果 

文化事業の開催、文化団体の育成などを通じて、日頃の文化活動の成果の発表
機会の充実を推進することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 歴史文化振興費（文化振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

304,020 円 
（△2,676 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 304,020 円

市民一人当たり 

の決算額 

4 円 

（一般財源等ベース 4 円）
単位決算額 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

市内に残る歴史的資源及び伝統文化の記録、保存、活用などに関する事業を行

い、地域の歴史・文化の普及と継承に寄与することにより、地域文化の振興を図

る。 

 

２ 事業内容 

市内の文化財の調査・研究、所蔵資料の管理・保存を行うとともに、歴史資料

展示室で企画展を行うなど文化財を活用し、市の歴史・文化を発信した。 

⑴ 歴史文化振興員 

   清須市の歴史、文化、伝統に関する事柄について、地域の歴史と文化の調

査・研究、歴史的遺物・古文書・歴史図書並びに生活民具などの収集・整理・

保管業務、歴史資料展示室の企画・展示などに従事した。 

⑵ 場所 

春日公民館内 

 ⑶ 歴史資料展示室の企画・運営及び資料の保存・調査 

   古文書や考古資料、民具資料などの所蔵資料の保存・管理を一括して行い、

歴史資料展示室での展示などを通じて所蔵資料を活用した。 

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 コピー代及び展示用消耗品など 264,976 円

役務費 郵送料 4,724 円

使用料及び賃借

料 
電子計算機借上料 34,320 円

 

３ 事業成果 

目録の作成や適切な管理・保存を行うことで、清須市が所蔵する文化財を市民

や市民以外に貴重な文化財として歴史・文化を発信することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 01 社会教育総務費

事 業 名 文化協会補助金（文化振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

1,743,000 円 
（△378,000 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,743,000 円

市民一人当たり 

の決算額 

25 円 

（一般財源等ベース 25 円）
単位決算額 

2,100 円 

（会員 830 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

  芸能文化活動を通じて、明るく、楽しく健康で豊かな生活を創造するととも

に、市の芸能文化の発展を積極的に展開する清須市文化協会に対し、補助金を交

付する。 

 

２ 事業内容 

清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定により、清須市文化協会へ補助

金を交付した。 

⑴ 加入クラブ数 

区 分 クラブ数 

１０人以上 32 クラブ

１０人未満 36 クラブ

合 計 68 クラブ

 ⑵ 会員数 

８３０人 

⑶ 清須市文化協会が実施した事業 

ア 文協だよりの発行（７月） 

  イ 会員相互の連絡協調と運営改善指導 

  ウ 県文化協会事業との協働（県文連美術展など） 

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
清須市文化協会補助金 1,743,000 円

 

３ 事業成果 

清須市の芸能文化の発展を積極的に展開する清須市文化協会の活動を支援、協

力することにより、市民が明るく、楽しく健康で豊かな生活を創造することに寄

与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 02 公民館費 

事 業 名 清洲市民センター費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

29,491,593 円 
（△1,072,811 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 2,328,110 円 0 円 0 円 410 円 27,163,073 円

市民一人当たり 

の決算額 

429 円 

（一般財源等ベース 395 円）
単位決算額 

661 円 

（延べ利用者 44,602 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

生涯学習へのニーズが高まる中、市民の生涯学習、文化、情報の発信の場所、

多くの市民の生きがい施設として、市民の誰もが楽しく気軽に利用できる施設の

管理運営に努める。 

 

２ 事業内容 

  清洲市民センター、朝日公民館及び一場公民館を適切に管理した。 

⑴ 清洲市民センター管理費 

ア 清洲市民センター利用状況 

部屋名 延べ利用回数 延べ利用者数 

１階 ホール 242 回 12,367 人

２階 

２０１集会室 212 回 4,851 人

２０２和室 343 回 3,163 人

２０３会議室 90 回 543 人

３階 

３０２視聴覚室 172 回 3,464 人

３０３会議室 255 回 3,625 人

３０４研修室 369 回 2,324 人

３０５研修室 322 回 1,885 人

３０６研修室 402 回 2,543 人

３０７研修室 388 回 5,272 人

合 計 2,795回 40,037人

イ 朝日公民館利用状況 

部屋名 延べ利用回数 延べ利用者数 

１階 
ホール 63 回 346 人

会議室 3 回 18 人

２階 
会議室 62 回 620 人

和室 46 回 330 人

合 計 174回 1,314人

  ウ 一場公民館利用状況 

部屋名 延べ利用回数 延べ利用者数 

１号会議室 98 回 2,511 人

２号会議室 0 回 0 人

３号会議室 107 回 740 人

合 計 205回 3,251人
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生

涯

学

習

課 

  エ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 585,988 円

電気 6,764,339 円

ガス 3,366,584 円

上下水道 661,546 円

フラッグポール修繕及び３０７研

修室ファンコイル修繕など 
743,380 円

役務費 電話代及び火災保険料など 545,483 円

委託料 

館内清掃業務など 7,760,480 円

施設警備業務 475,200 円

消防設備などの保守業務 3,831,960 円

市民センター受付管理業務など 3,014,575 円

樹木等管理業務 436,300 円

使用料及び賃借

料 

土地借上料 515,212 円

器具使用料 774,546 円

負担金、補助及

び交付金 
愛知県公民館連合会負担金 16,000 円

 

３ 事業成果 

  市民の生涯学習や健康維持、増進、また文化的な市民生活の活性化の場として

提供することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 02 公民館費 

事 業 名 春日公民館費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

104,037,594 円 
（△19,339,030 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 2,331,420 円 0 円 57,000,000 円 219,110 円 44,487,064 円

市民一人当たり 

の決算額 

1,515 円 

（一般財源等ベース 648 円）
単位決算額 

4,130 円 

（延べ利用者 25,191 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

生涯学習へのニーズが高まる中、市民の生涯学習、文化・情報の発信の場所、多く

の市民の生きがい施設として、市民の誰もが楽しく気軽に利用できる施設の管理運営

に努める。 

 

２ 事業内容 

春日公民館を適切に管理した。 

⑴ 春日公民館管理費 

ア 利用状況 

部屋名 延べ利用回数 延べ利用者数 

１階 

大ホール 15 回 1,626 人

練習室 306 回 2,443 人

楽屋 15 回 79 人

２階 
大会議室 272 回 6,792 人

中会議室 231 回 1,990 人

３階 

教養室 222 回 1,365 人

研修室 329 回 3,209 人

料理教室 118 回 1,010 人

実習室 131 回 1,049 人

視聴覚室 268 回 5,628 人

合 計 1,907回 25,191人

  イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 277,201 円

電気 6,588,957 円

ガス 48,413 円

水道 213,217 円

消防設備（誘導灯等）修繕など 971,740 円

役務費 電話代、火災保険料など 426,226 円

委託料 

館内清掃業務 8,635,000 円

施設警備業務 250,800 円

消防設備などの保守業務 6,862,900 円

春日公民館夜間受付管理業務など 2,852,572 円

樹木剪定業務 181,500 円

使用料及び賃借

料 

土地借上料 5,705,298 円

器具使用料 1,123,770 円
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生

涯

学

習

課 

⑵ 春日公民館整備費 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

工事請負費 大ホール特定天井等改修工事 69,900,000 円

 

３ 事業成果 

  市民の生涯学習や健康維持、増進、また文化的な市民生活の活性化の場として

提供することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

事 業 名 文化財保護事業費（文化財保護費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

187,958 円 
（△18,480 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 187,958 円

市民一人当たり 

の決算額 

3 円 

（一般財源等ベース 3 円）
単位決算額 

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

文化財を保存し、かつ、その活用を図り、もって市民の文化的向上に資すると

ともに、文化の進歩に貢献する。 

 

２ 事業内容 

市内全域に存在する様々な文化財を保護し、適切な状況で継承、保存した。 

また、文化財講座などを開催した。 

 ⑴ 文化財講座 

回 数 延べ参加者 

4 回 153 人

 ⑵ 文化財講演会 

回 数 参加者 

1 回 51 人

⑶ 埋蔵文化財の発掘に係る届出の受理など 

有無照会 発掘届出 発掘通知 発掘調査 確認調査 

0 件 117 件 10 件 3 件 0 件

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 
文化財講座及び文化財講演会講師謝

金 
55,000 円

役務費 文化財講座講師派遣料 10,000 円

委託料 検見塚草刈業務 122,958 円

 

３ 事業成果 

市内全域に存在する様々な文化財を保護し、文化財講座などを開催することに

より、郷土の文化財の素晴らしさを再発見し、地域の歴史や文化に対する理解や

文化財保護の意識を高めることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

事 業 名 指定文化財補助金（文化財保護費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

9,823,000 円 
（＋788,000 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 9,823,000 円

市民一人当たり 

の決算額 

143 円 

（一般財源等ベース 143 円）
単位決算額 

446,500 円 

（補助件数 22 件）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
市が指定をした文化財を対象とし、修理費、管理費及び保存施設の整備費に係

る費用並びに公開に係る費用に対し、補助金を交付する。 
 
２ 事業内容 
 ⑴ 指定文化財修理補助金 

清須市指定文化財補助金交付要綱の規定により、指定文化財所有者からの申
請により、修理に対する補助金（補助額は事業費の５分の４で、上限が１００
万円。ただし、山車にあっては、６輌で上限１，０００万円）を交付した。 

区 分 補助件数 
有形民俗文化財（山車） 2 件

⑵ 指定文化財公開補助金 
祭礼など、指定文化財を市教育委員会の要請により公開する場合に、所有者

に対し、補助金（補助額は、公開の方法により異なる）を交付した。 
区 分 補助件数 

有形民俗文化財（山車） 5 件
 ⑶ 指定文化財管理補助金 

指定文化財の所有者に対し、保存及び維持のための補助金（１件につき３万
円）を交付した。 

区 分 補助件数 
有形文化財及び有形民俗文化財（山
車） 

13 件

⑷ 保存施設整備費補助金 
  橋詰町王義之車を所有する橋詰町に対し、山車の適切な保管のため、山車蔵

整備にかかる補助金を交付した。 
⑸ 西枇杷島町山車保存会運営補助金 

   指定文化財である山車の適切な管理、運営のため、清須市生涯学習関係団体
補助金交付要綱の規定により、西枇杷島町山車保存会に補助金を交付した。 

⑹ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及
び交付金 

指定文化財修理補助金 4,494,000 円
指定文化財公開補助金 500,000 円
指定文化財管理補助金 390,000 円
保存施設整備費補助金 4,389,000 円
西枇杷島町山車保存会運営補助金 50,000 円

 
３ 事業成果 

修理費、管理費、保存施設の整備費に係る費用及び公開に係る費用に対し、補
助金を交付することにより、指定文化財を適切な状況で維持することができた。
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

事 業 名 西枇杷島問屋記念館費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

7,889,089 円 
（△1,759,342 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 7,889,089 円

市民一人当たり 

の決算額 

115 円 

（一般財源等ベース 115 円）
単位決算額 

3,974 円 

（来館者 1,985 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

歴史的建造物、これに関連する資料などの保存及び活用を図り、文化の発展に

寄与するため、市指定文化財の西枇杷島問屋記念館を適切に維持管理する。 

 

２ 事業内容 

西枇杷島問屋記念館を適切に管理し、施設の公開を行った。 

 ⑴ 開館日数 

   ２８１日 

 ⑵ 来館者 

   １，９８５人 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 138,486 円

電気 198,159 円

水道 26,346 円

トイレ補修及びその他修繕など 173,800 円

役務費 電話代、火災保険料など 162,478 円

委託料 

トイレ清掃業務 144,578 円

消防設備などの保守業務 85,863 円

問屋記念館施設管理業務 2,213,869 円

緑地樹木管理業務 2,695,000 円

工事請負費 

中庭東壁矢羽根等補修工事 1,217,700 円

石垣及び管理棟雨漏り補修工事 456,610 円

土壁補修工事 376,200 円

 

３ 事業成果 

市指定文化財の西枇杷島問屋記念館を適切に維持管理したことにより、市民だ

けではなく、美濃路を訪れた観光客に清須市の文化、伝統を発信することができ

た。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 03 文化財保護費 

事 業 名 歴史資料展示室費 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

1,421,971 円 
（△1,623 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 1,421,971 円

市民一人当たり 

の決算額 

21 円 

（一般財源等ベース 21 円）
単位決算額 

101 円 

（延べ入場者 14,112 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

歴史資料展示室を清須市全体の歴史・文化を紹介できる施設とし、市民だけで

なく、市外の来館者にも清須市の歴史や文化の魅力を発信していく。 

２ 事業内容 

⑴ 歴史資料展示室管理費

歴史資料展示室及び展示資料の適切な保存・管理のため燻蒸を行い、文化財

を保存・展示する施設として適切な環境を維持した。 

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 防虫剤及び資料保存箱など 88,531 円

委託料 資料展示室等燻蒸業務 607,750 円

⑵ 歴史資料展示室事業費

ア 企画展 戦争と暮らし－庶民と戦争－Ⅱ 

期 日 延べ入場者数 

４月１５日（土）～８月２７日（日） 6,008 人

イ 企画展 語り伝える市場のあと－清須市収蔵品展－ 

期 日 延べ入場者数 

９月１６日（土）～１２月２４日（日） 4,440 人

ウ 企画展 清須の名産物今昔－農作物の変遷－ 

期 日 延べ入場者数 

１月１３日（土）～３月３１日（日） 3,664 人

エ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
展示用資材など 35,210 円

チラシ・ポスター印刷費 86,790 円

役務費 郵送料 3,750 円

委託料 

企画展（戦争と暮らし、語り伝え

る市場のあと及び清須の名産物今

昔）パネルなど作成業務 

599,940 円

３ 事業成果 

 歴史資料の劣化を防ぎ貴重な文化財を保存していくことで、展示が可能とな

り、歴史資料展示室の展示によって、清須市の歴史・文化を市民だけでなく、観

光客などにも発信することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費

事 業 名 にしびさわやかプラザ費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

21,808,099 円 
（△22,022 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 3,255,960 円 0 円 0 円 550 円 18,551,589 円

市民一人当たり 

の決算額 

318 円 

（一般財源等ベース 270 円）
単位決算額 

787 円 

（延べ利用者 27,710 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

勤労者及び市民の福祉の向上並びに市民の健康の保持増進を図るため、にしび

さわやかプラザ（西枇杷島勤労福祉会館及び西枇杷島保健センターの複合施設）

を適切に維持管理する。 

 

２ 事業内容 

にしびさわやかプラザを適切に管理した。 

⑴ にしびさわやかプラザ管理費 

ア 利用状況 

区 分 延べ利用回数 延べ利用者数 

学習室 402 回 4,353 人

研修室 200 回 4,384 人

会議室 463 回 2,660 人

和室 327 回 1,915 人

多目的ホール 1,392 回 12,833 人

トレーニング室 1,565 人

合 計 2,784 回 27,710 人

イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 438,661 円

電気 4,013,013 円

ガス 1,844,451 円

上下水道 331,339 円

自動扉修繕及びトイレベビーチェ

ア取替修繕など 
1,037,080 円

役務費 電話代、火災保険料など 307,273 円

委託料 

清掃業務 3,850,631 円

警備業務 250,800 円

空調設備等保守点検業務 3,241,040 円

受付管理業務及びトレーニング室

の管理業務など 
5,738,981 円

使用料及び賃借

料 

複写機及び印刷機などの器具使用

料 
754,830 円

 

３ 事業成果 

  にしびさわやかプラザを適切に維持管理することにより、多くの市民の生きが

い施設として活用することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費

事 業 名 夢広場はるひ費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

294,967,015 円 
（＋86,928,399 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

1,520,000 円 0 円 0 円 126,000,000 円 762,170 円 166,684,845 円

市民一人当たり 

の決算額 

4,294 円 

（一般財源等ベース 2,427 円）
単位決算額 

1,475 円 

（延べ来館者 200,005 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 
市立図書館、はるひ美術館及びはるひ夢の森公園を一体とし、子どもから高齢

者まで、誰でも親しむことのできる文化ゾーンとして、施設の効率的、効果的な
管理をする。 

 
２ 事業内容 
⑴ 夢広場はるひ管理費 

指定管理による管理運営を行った。 
ア 指定管理者 

ＴＲＣ・名古屋三越グループ共同事業体 
  イ 利用状況 

区 分 延べ来館者数 
市立図書館 182,185 人
はるひ美術館 17,820 人

合 計 200,005 人
ウ 電気・ガス料金の高騰に伴う指定管理委託料の増額 

安定的・継続的に施設運営ができるよう、物価高騰対応重点支援地方創生
臨時交付金を活用し、電気・ガス料金の高騰分について指定管理委託料を増
額した。 

エ 主な支出科目 
区 分 内 容 事業費 

需用費 ブックスタート配付絵本など 375,870 円

委託料 

指定管理業務 140,371,000 円
指定管理業務（電気・ガス料金高
騰分） 

1,618,765 円

図書館システム保守業務 1,207,800 円
建築基準法第１２条に基づく定期調
査・検査報告業務 

125,400 円

使用料及び賃借
料 

電子計算機器などの借上料 3,569,280 円

 ⑵ 夢広場はるひ整備費 
ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 
市立図書館大規模改修工事に係る
監理業務など 

6,524,700 円

工事請負費 
市立図書館及びはるひ美術館エレ
ベーター改修工事並びに市立図書
館大規模改修工事 

141,111,000 円

 
３ 事業成果 

指定管理者の持つ民間経営の発想やノウハウを生かして施設管理を行うことに
より、住民サービスの向上及び行政コストの縮減などを図ることができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 05 社会教育費 目 04 社会教育施設費

事 業 名 西枇杷島会館費 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

10,336,976 円 
（△775,740 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 670,550 円 0 円 0 円 0 円 9,666,426 円

市民一人当たり 

の決算額 

150 円 

（一般財源等ベース 141 円）
単位決算額 

723 円 

（延べ利用者 14,299 人）

生

涯

学

習

課 

１ 事業目的 

地域文化の振興及び交流の場として、西枇杷島会館の管理運営を行う。 

 

２ 事業内容 

  西枇杷島会館を適切に管理した。 

⑴ 西枇杷島会館管理費 

ア 利用状況 

部屋名 延べ利用回数 延べ利用者数 

２階 

ホール 188 回 8,377 人

会議室Ⅰ 49 回 1,535 人

会議室Ⅱ 215 回 3,535 人

料理室 37 回 852 人

合 計 489 回 14,299 人

イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 162,904 円

電気 3,170,475 円

ガス 1,068,232 円

水道 273,035 円

トイレ洗面器排水修繕など 193,600 円

役務費 電話代など 142,090 円

委託料 

館内清掃業務など 1,858,652 円

施設警備業務 124,080 円

空調設備などの保守点検業務 1,707,035 円

西枇杷島会館受付管理業務など 1,599,385 円

使用料及び賃借

料 
清掃用モップなどの賃借料 37,488 円

 

３ 事業成果 

  西枇杷島会館を適切に維持管理することにより、地域文化の振興及び交流の場

の確保を図ることができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費

事 業 名 体育振興費（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

5,719,409 円 
（＋361,458 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 1,000 円 5,718,409 円

市民一人当たり 

の決算額 

83 円 

（一般財源等ベース 83 円）
単位決算額 

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

 市民の健康増進及び体力向上を図るため、毎日の生活の中に運動を積極的に取

り入れようとする姿勢を養う。 

２ 事業内容 

⑴ 健康、スポーツに対する関心を高め、生涯スポーツの楽しさを感じるスポー

ツ教室、体育祭、スポーツ行事等を開催した。 

ア スポーツ教室（生涯学習講座） 

  (ア) 海洋性スポーツ体験教室 

開催日 場 所 参加者 

８月２０日（日） 庄内川 18 人

イ 体育祭等 

(ア) にしびスポーツフェスティバル 

開催日 場 所 参加者 

１０月１日（日） 
西枇杷島小学校及び

さわやかプラザ 
約 1,000 人

(イ) 春日体育祭 

開催日 場 所 参加者 

１０月１日（日） 春日小学校 約 400 人

(ウ) 清洲体育祭 

開催日 場 所 参加者 

１０月１５日（日） 清洲中学校 天候不良のため中止 

(エ) 新川体育祭 

開催日 場 所 参加者 

１０月１５日（日） 新川中学校 天候不良のため中止 

ウ 第１６回愛知県市町村対抗駅伝競走大会 

開催日 場 所 
参加者 

（監督・コーチ・選手）

１２月２日（土） 愛・地球博記念公園 35 人

エ 市民親睦スポーツ大会（ソフトボール大会） 

開催日 場 所 
参加者 

（監督・コーチ・選手）

１０月２９日（日） 
西枇杷島ソフトボール

場 
約 160 人
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ス

ポ

ー

ツ

課 

⑵ 全国大会等出場者激励 

アマチュアスポーツ競技の全国大会などに選手として出場する者に激励費を

支給した。 

種 別 支給者数 出場種目 

個人 ３６人

ソフトボール、サッカー、バレーボ

ール、アルティメット、ガッツ、ホ

ッケー、ボウリング、テニス、卓

球、水泳、バドミントン、バスケッ

トボール、ペタンク、スキー、弓

道、アーチェリー及びダンス 

団体 ２団体 インディアカ、ソフトボール 

⑶ 小学校水泳指導事業 

   各小学校の児童を対象に水泳指導を実施した。 

 ⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

報償費 全国大会等出場者激励費 753,700 円

需用費 各事業に係る消耗品費など 99,661 円

役務費 各事業に係る傷害保険料 31,320 円

委託料 各地区体育祭等開催業務など 4,775,468 円

使用料及び賃借

料 
各事業に係る駐車場代など 59,260 円

 

３ 事業成果 

  各種大会などの開催により、市民の健康増進及び体力向上に寄与することがで

きた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費

事 業 名 清須ウオーク費（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

2,926,000 円 
（＋33,550 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 2,926,000 円

市民一人当たり 

の決算額 

43 円 

（一般財源等ベース 43 円）
単位決算額 

2,926 円 

（参加者 1,000 人）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

ウォーキングを通じた健康増進及び体力向上を図るため、清須市の歴史・文化

的資源、豊かな水辺空間などの自然環境を最大限に活かし、市内の３河川を結ぶ

水辺の散策路を活用したウォーキング大会を実施する。 

 

２ 事業内容 

参加者が清須市の歴史や文化、自然を体感できる清須ウオークを実施した。 

⑴ ２０２３秋 清須ウオーク 

開催日 参加者 

１１月２６日（日） 253 人

⑵ ２０２４春 清須ウオーク 

開催日 参加者 

３月３０日（土） 747 人

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 
２０２３秋・２０２４春 清須ウオ

ーク開催業務 
2,926,000 円

 

３ 事業成果 

市内の地域資源などを活用したウォーキング大会を開催し、健康増進及び体力

向上に寄与するとともに、市内外の方に清須市の魅力を発信することができた。
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費

事 業 名 体育協会補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

5,033,600 円 
（△306,800 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 5,033,600 円

市民一人当たり 

の決算額 

73 円 

（一般財源等ベース 73 円）
単位決算額 

2,734 円 

（会員 1,841 人）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

スポーツの普及、振興を図り、スポーツ精神を培い、市民の健康、体力づくり

を推進し、健康で豊かな市民生活の育成を積極的に展開する清須市体育協会に対

し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則及び清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定に

より、清須市体育協会へ補助金を交付した。 

⑴ 加入状況（令和６年３月３１日現在） 

区 分 会員数 

部会数 28 部会

一般会員数 1,300 人

スポーツ少年団員数 541 人

合 計 28 部会、1,841 人

⑵ 清須市体育協会の事業 

 体育協会主催の各部会大会など 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
体育協会補助金 5,033,600 円

 

３ 事業成果 

健康で豊かな市民生活の育成を積極的に展開する清須市体育協会の活動を支

援、協力することにより、スポーツに参加する市民の増加につながり、心身とも

に健康な生活を送ることに寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費

事 業 名 レクリエーション協会補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

344,500 円 
（＋70,200 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 344,500 円

市民一人当たり 

の決算額 

5 円 

（一般財源等ベース  5 円）
単位決算額 

1,531 円 

（会員 225 人）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

レクリエーション活動の普及及び発展を図り、健康で豊かな市民生活の向上を

積極的に展開する清須市レクリエーション協会に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則及び清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定に

より、清須市レクリエーション協会へ補助金を交付した。 

⑴ 加入状況（令和６年３月３１日現在） 

区 分 会員数 

クラブ数 9 クラブ

会員数 225 人

⑵ 清須市レクリエーション協会の事業 

  ア レクリエーションの集い 

イ 市民レクリエーション教室など 

  ウ ウォーキング大会 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
レクリエーション協会補助金 344,500 円

 

３ 事業成果 

健康で豊かな市民生活の向上を積極的に展開する清須市レクリエーション協会

の活動を支援、協力することにより、レクリエーションに参加する市民の増加に

つながり、余暇生活の充実と心身共に健康な生活を送ることに寄与することがで

きた。 

 

- 358 -



科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費

事 業 名 Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブ活動費補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

23,400 円 
（△5,200 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 23,400 円

市民一人当たり 

の決算額 

0 円 

（一般財源等ベース 0 円）
単位決算額 

1,300 円 

（会員 18 人）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

海洋性スポーツを中心とした自然体験活動を通じて、次世代を担う子どもたち

の心と体を育成することを目的としたＢ＆Ｇ春日海洋クラブに対し、補助金を交

付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則及び清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定に

より、Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブへ補助金を交付した。 

⑴ 会員数（令和６年３月３１日現在） 

１８人 

⑵ Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブの事業 

  ア 海洋性スポーツ（海洋性スポーツ体験教室、愛知県 B&G キッズマリンフェ

スティバル） 

イ レクリエーションスポーツ（スノーボード教室、ボッチャ・モルック体験

教室） 

⑶ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 
Ｂ＆Ｇ春日海洋クラブ活動費補助金 23,400 円

 

３ 事業成果 

  海洋性スポーツを中心とした自然体験活動を通じて相互親睦を図るＢ＆Ｇ春日

海洋クラブの活動を支援、協力することにより、子どもたちの豊かな人間形成と

体力向上に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費

事 業 名 子ども会活動費補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

3,565,360 円 
（＋585,600 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 3,565,360 円

市民一人当たり 

の決算額 

52 円 

（一般財源等ベース 52 円）
単位決算額 

1,373 円 

（会員 2,596 人）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

地域社会での集団行動を通じて協調性や創造性を養い、一定のルールを実体験

から学びながら、豊かな心を育てるために活動する子ども会に対し、補助金を交

付する。 

 

２ 事業内容 

清須市補助金等交付規則及び清須市生涯学習関係団体補助金交付要綱の規定に

より、清須市子ども会連絡協議会、西枇杷島地区子ども会、清洲地区子ども会、

新川地区子ども会及び春日地区子ども会へ補助金を交付した。 

⑴ 補助内容 

  ア 清須市子ども会連絡協議会 

    総会費、研修費及び安全共済会保険料など 

  イ 各地区子ども会 

    活動費、安全共済会保険料及び大なわとび大会 

⑵ 会員数（令和６年３月３１日現在） 

西枇杷島地区 清洲地区 新川地区 春日地区 合 計 

658 人 1,087 人 748 人 103 人 2,596 人

⑶ 各地区子ども会の事業 

ア 大なわとび大会 

  イ 各地区体育祭への参加 

  ウ 各地区お祭りへの参加など 

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 

子ども会運営費補助金 1,414,000 円

傷害保険費補助金 351,360 円

総会及び研修費等事業費補助金 1,800,000 円

 

３ 事業成果 

豊かな心を育てるために活動する子ども会の活動を支援、協力することによ

り、児童の健全育成に寄与することができた。 
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科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 01 保健体育総務費

事 業 名 総合型地域スポーツクラブ補助金（体育振興費） 

決  算  額 

（前年度比） 財    源    内    訳 

360,000 円 
（±0円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 360,000 円

市民一人当たり 

の決算額 

5 円 

（一般財源等ベース 5 円）
単位決算額 

981 円 

（会員 367 人）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

子どもから高齢者まで誰でもさまざまなスポーツを楽しむことができる総合型

地域スポーツクラブ（きよすスポーツクラブ）に対し、補助金を交付する。 

 

２ 事業内容 

清須市総合型地域スポーツクラブ補助金交付要綱の規定により、総合型地域ス

ポーツクラブ（きよすスポーツクラブ）の自立支援を図るための補助金を交付し

た。 

⑴ スポーツ教室の開催 

種目数 教室数 延べ参加者数 

16 種目 18 教室 10,923 人

⑵ 会員数（令和６年３月３１日現在） 

小学生以下 中学生 一般（高校生以上６５歳未満）

32 人 7 人 155 人

６５歳以上 親子会員 合 計 

92 人 81 人（40 組） 367 人

⑶ クラブ啓発事業の開催 

  スプリングフェスティバル 

開催日 参加者 

２月２５日（日） 171 人

⑷ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

負担金、補助及

び交付金 

総合型地域スポーツクラブ（きよす

スポーツクラブ）補助金 
360,000 円

 

３ 事業成果 

 総合型地域スポーツクラブ（きよすスポーツクラブ）の自立支援を図ることに

より、地域におけるスポーツ活動や交流の場づくりを推進することができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 学校施設開放費（体育施設費） 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

828,109 円 
（△49,997 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 828,109 円

市民一人当たり 

の決算額 

12 円 

（一般財源等ベース 12 円）
単位決算額 

107 円 

（利用回数 7,744 回）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

学校教育活動に支障のない範囲で市立小・中学校の施設を開放することによ

り、生涯スポーツの普及並びに市民の健康増進及び体力の向上を図る。 

２ 事業内容 

学校教育活動に支障のない範囲で市立小・中学校の施設を開放した。 

⑴ 利用回数

区 分 

学校施設 
夜間照

明施設 体育館 柔剣道場 グランド
テニス

コート 

ソフト 

ボール場 

西枇杷島小学校 624 回 288 回

古城小学校 251 回 292 回

清洲小学校 396 回 176 回

清洲東小学校 413 回 141 回 201 回

新川小学校 424 回 202 回

星の宮小学校 257 回 208 回

桃栄小学校 410 回 201 回

春日小学校 354 回 200 回

西枇杷島中学校 130 回 21 回

清洲中学校 149 回 46 回 1,330 回 228 回 43 回

新川中学校 272 回 105 回 57 回 26 回

春日中学校 187 回 112 回

合 計 3,867 回 105 回 1,944 回 1,330 回 228 回 270 回

⑵ 支出科目

区 分 内 容 事業費 

需用費 消耗品費 129,032 円

委託料 清洲中学校テニスコート整備業務 119,900 円

使用料及び賃借

料 
清洲中学校駐車場土地借上料 579,177 円

３ 事業成果 

 学校教育活動に支障のない範囲で市立小・中学校の施設を開放することによ

り、生涯スポーツの普及並びに市民の健康増進及び体力の向上に寄与することが

できた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 清洲勤労福祉会館費 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

286,192,076 円 
（＋129,880,594 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

18,298,000 円 0 円 0 円 90,000,000 円 0 円 177,894,076 円

市民一人当たり 

の決算額 

4,167 円 

（一般財源等ベース 2,590 円）
単位決算額 

1,014 円 

（延べ利用者 282,142 人）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 
 市が指定するもの（指定管理者）によって施設の効率的な管理を行い、子ども
から高齢者まで、誰でも楽しめる健康体力づくり及びコミュニケーション施設と
して活用を図る。 

２ 事業内容 
⑴ 清洲勤労福祉会館管理費

指定管理者による管理運営を行った。
ア 指定管理者 

ハマダスポーツ企画・ドゥメンテックスグループ 
イ 利用者数 

区 分 延べ利用者数 
プール 176,432 人
ホール・会議室など 105,710 人

合 計 282,142 人
ウ 電気・ガス料金の高騰に伴う指定管理委託料の増額 

安定的・継続的に施設運営ができるよう、物価高騰対応重点支援地方創生
臨時交付金を活用し、電気・ガス料金の高騰分について指定管理委託料を増
額した。 

エ 支出科目 
区 分 内 容 事業費 

役務費 
火災保険料及び建築基準法第１２
条に基づく定期調査・検査報告業
務 

1,079,756 円

委託料 
指定管理業務 74,600,000 円
指定管理業務（電気・ガス料金高
騰分） 

10,933,238 円

使用料及び賃借
料 

土地借上料 31,108,282 円

⑵ 清洲勤労福祉会館整備費
ヒートポンプ等改修工事などを行った。

ア 支出科目 
区 分 内 容 事業費 

委託料 
ヒートポンプ等改修工事に係る実
施設計及び監理業務 

42,831,000 円

工事請負費 
ヒートポンプ等改修工事 124,344,000 円
特別和室屋根瓦修繕工事 1,295,800 円

３ 事業成果 
指定管理者の持つ民間経営の発想やノウハウを生かして施設管理を行うことに

より、住民サービスの向上及び行政コストの縮減などを図ることができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 新川地域文化広場費 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

233,044,632 円 
（＋103,087,950 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 0 円 0 円 124,000,000 円 0 円 109,044,632 円

市民一人当たり 

の決算額 

3,393 円 

（一般財源等ベース 1,588 円）
単位決算額 

2,353 円 

（延べ利用者 99,037 人）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 
 市が指定するもの（指定管理者）によって施設の効率的な管理を行い、子ども
から高齢者まで、誰でも楽しめる健康体力づくり及びコミュニケーション施設と
して活用を図る。 

２ 事業内容 
⑴ 新川地域文化広場管理費

指定管理者による管理運営を行った。
ア 指定管理者 

（株）スポーツマックス・三幸（株）共同事業体 
イ スポーツセンター利用者数 

区 分 延べ利用者数 

プール 23,312 人

スタジオ 29,594 人

アスレチックジム 46,131 人

合 計 99,037 人

ウ 文化ホール利用回数 

区 分 利用回数 

ホール 215 回

エ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

役務費 火災保険料 42,940 円

委託料 指定管理業務 57,180,000 円

使用料及び賃借
料 

土地借上料 22,324,974 円

⑵ 新川地域文化広場整備費
プール天井・エントランス非構造部材耐震改修工事を行った。

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 
プール及びエントランス天井等耐
震改修工事に係る監理業務 

4,378,000 円

工事請負費 
プール及びエントランス天井等耐
震改修工事 

143,407,000 円

補償、補填及び
賠償金 

施設休業に伴う補償 5,711,718 円

３ 事業成果 
指定管理者の持つ経営の発想やノウハウを生かして施設管理を行うことによ

り、住民サービスの向上及び行政コストの縮減などを図ることができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 春日Ｂ＆Ｇ体育館費 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

69,336,062 円 
（＋60,823,482 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 2,566,420 円 0 円 0 円 0 円 66,769,642 円

市民一人当たり 

の決算額 

1,009 円 

（一般財源等ベース 972 円）
単位決算額 

43,200 円 

（利用回数 1,605 回）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 
 市民の健康増進及び体力の向上を図るため、春日Ｂ＆Ｇ体育館を常に良好な状
態で管理し、最も効果的に運用する。 

２ 事業内容 
⑴ 春日Ｂ＆Ｇ体育館管理費

市民や市民団体が実施する学習、研修及びスポーツなどの場所を提供した。
ア 利用回数 

区 分 利用回数 
アリーナ 1,037 回
ミーティングルーム 248 回
武道場 223 回
多目的運動場 97 回

合 計 1,605 回
イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 
医薬品、清掃及び除草用品など 53,526 円
ガス及び水道 140,952 円
施設修繕料 289,850 円

役務費 
電話使用料 122,938 円
火災保険料 78,509 円

委託料 

夜間警備業務 250,800 円
消防設備保守業務など 70,400 円
受付管理業務 2,145,817 円
樹木剪定業務 242,000 円

使用料及び賃借
料 

清掃用具借上料 37,620 円
テレビ受信料 13,650 円

備品購入費 卓球台購入 1,529,000 円
⑵ 春日Ｂ＆Ｇ体育館整備費

武道場及びミーティングルーム改修工事を行った。
ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

委託料 
武道場及びミーティングルーム改
修工事に係る監理業務 

2,310,000 円

工事請負費 
武道場及びミーティングルーム改
修工事 

62,051,000 円

３ 事業成果 
施設を適切に管理することにより、市民の健康増進及び体力向上に寄与するこ

とができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 02 体育施設費 

事 業 名 屋外社会体育施設費 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

7,008,686 円 
（△23,409,963 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

0 円 3,151,570 円 0 円 0 円 67,800 円 3,789,316 円

市民一人当たり 

の決算額 

102 円 

（一般財源等ベース 55 円）
単位決算額 

847 円 

（利用回数 8,278 回）

ス

ポ

ー

ツ

課 

１ 事業目的 

 市民の健康増進及び体力の向上を図るため、屋外社会体育施設を常に良好な状

態で管理し、最も効果的に運用する。 

２ 事業内容 

各施設を適切に管理し、市民の体力向上と健康保持のための場所を提供した。

⑴ 西枇杷島野球場管理費

ア 利用回数 

４７５回（うち６７回は夜間照明施設利用） 

  イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

補充用土など 87,674 円

電気 1,505,241 円

設備修繕料 90,160 円

委託料 内野整地及び電気保安管理業務 453,420 円

⑵ 春日グランド管理費

ア 利用回数 

９８３回（うち５７回は夜間照明施設利用） 

  イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

補充用土など 29,013 円

電気及び水道 1,536,618 円

設備修繕料 49,456 円

役務費 
浄化槽清掃手数料 63,900 円

火災保険料 721 円

委託料 トイレ清掃業務など 649,726 円

⑶ テニスコート管理費

ア 利用回数 

西枇杷島 新 川 春 日 合 計 

1,065 回 3,734 回 640 回 5,439 回
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ス

ポ

ー

ツ

課 

イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

テニス用ネットなど 121,701 円

電気 609,088 円

修繕料 101,800 円

委託料 コート整備業務など 297,000 円

使用料及び賃借

料 

西枇杷島テニスコート駐車場土地

借上料 
650,691 円

⑷ 多目的運動場管理費

ア 利用回数 

新川多目的広場 新清洲多目的広場
春日Ｂ＆Ｇ多目

的運動場 
合 計 

384 回 900 回 97 回 1,381 回

イ 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 設備修繕料など 99,966 円

役務費 トイレ汚泥汲み取り業務 26,711 円

委託料 グランド除草業務 77,000 円

⑸ 春日グランド整備費

春日グランドのトイレの改修工事を行った。

ア 支出科目 

区 分 内 容 事業費 

工事請負費 トイレ改修工事 558,800 円

３ 事業成果 

 屋外社会体育施設を適切に管理することにより、市民の健康増進と維持を推進

することができた。 
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科目 

主管 

款 10 教育費 項 06 保健体育費 目 03 給食センター費

事 業 名 学校給食センター費 

決  算  額 

（前年度比）
財 源 内 訳 

494,023,309 円 
（＋12,332,486 円）

国・県支出金 
使用料・手数

料 

分担金・負担

金・寄附金 
地 方 債 そ の 他 一般財源等 

79,295,000 円 0 円 0 円 0 円 227,419,298 円 187,309,011 円

市民一人当たり 

の決算額 

7,192 円 

（一般財源等ベース 2,727 円）
単位決算額 

75,643 円 

（給食調理数 6,531 食）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所 

１ 事業目的 

安全・安心でおいしい給食を提供し、児童、生徒及び園児の心身の健全な発達

に資する。 

また、給食献立の充実と学校における食育の推進を図る。 

２ 事業内容 

⑴ 学校給食センター管理費

児童、生徒及び園児に給食を提供するため、学校給食センターの適正な管理

を行った。 

ア 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

消耗品費など 193,875 円

電気、ガス及び上下水道 62,799,899 円

修繕料 7,204,696 円

委託料 保守点検業務など 15,200,790 円

工事請負費 食器洗浄機洗浄ポンプ取替 1,148,400 円

⑵ 学校給食センター運営費

適正な衛生管理のもと、使用食材の安全性を確保し、児童、生徒及び園児に

献立内容の充実した給食を提供した。 

    ア 給食調理数見込（教職員及び保育士を含む）（基準日 令和６年３月） 

区 分 設置数 調理数（見込）

小学校 8 校 4,343 食

中学校 4 校 2,050 食

幼稚園 1 園 138 食

小 計 12 校・1園 6,531 食

保育園 12 園 1,751 食

合 計 12 校・13 園 8,282 食

イ 主な支出科目 

区 分 内 容 事業費 

需用費 

薬品、衛生用品及び被服など 10,417,521 円

配送用コンテナ（13 台）及び保冷

バット（小学校用更新分 160 個） 
15,983,000 円

賄材料費（小・中学校、幼稚園及

び学校給食センター） 
327,925,284 円

委託料 給食配送・回収業務 39,996,000 円

備品購入費 器具類消毒保管庫 1,540,000 円
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⑶ 給食費無償化事業

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、子育て世帯の

経済的負担の軽減を図るため、令和５年９月から令和５年１１月までの３か月

間、市立小・中学校の学校給食費を無償化した。 

⑷ 原材料価格高騰分の公費負担

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、子育て世帯の経済的負

担の軽減を図るため、学校給食に係る原材料の価格高騰分の公費負担を行っ

た。 

３ 事業成果 

学校給食センターを適切に管理・運営することにより、児童、生徒及び園児に

バランスのとれた安全・安心でおいしい給食を提供することができた。 
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